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○高辻保育指導専門官 定刻となりましたので、ただいまから、第１回「保育所児童保育

要録の見直し検討会」を開催いたします。 

 構成員の皆様におかれましては、お忙しい中お集まりいただきまして、まことにありが

とうございます。 

 本日、事務局を務めさせていただきます、厚生労働省子ども家庭局保育課保育指導専門

官の高辻と申します。座長選任までの間、議事進行役を務めさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 本検討会は、ことし３月に告示され、来年４月から適用される改定保育所保育指針を踏

まえ、保育所と小学校との連携に関して、就学に際し、保育所から小学校へ子どもの育ち

を支える資料として送付される保育所児童保育要録の見直し等の検討を行うものです。 

 まず、本検討会の構成員を御紹介させていただきます。資料１別紙の構成員名簿をごら

んください。 

 大妻女子大学家政学部教授の阿部構成員でございます。 

 大阪総合保育大学児童保育学部学部長・教授の大方構成員でございます。 

 白梅学園大学学長の汐見構成員でございます。 

 高知県教育委員会事務局幼保支援課専門企画員の中山構成員でございます。 

 たかくさ保育園園長の村松構成員でございます。 

 本日は、構成員５名全員に御出席をいただいております。 

 続きまして、事務局の紹介をさせていただきます。 

 保育課長の巽でございます。 

 保育課企画官の唐沢でございます。 

 保育課保育指導専門官の鎭目でございます。 

 なお、今回の保育所保育指針改定と同時期に、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども

園教育・保育要領も改訂されており、幼児期の育ちを小学校教育へと円滑につないでいく

ために、要録の活用など小学校との連携については関係府省である内閣府や文部科学省と

も基本的な考え方の共有を図っています。これを踏まえ、本検討会には、内閣府子ども・

子育て本部及び文部科学省幼児教育課より関係職員に出席いただいております。 

 それでは、本検討会の開会に当たりまして、厚生労働省保育課長の巽より御挨拶を申し

上げます。 

○巽課長 保育所児童保育要録見直し検討会の委員になっていただきまして、まことにあ

りがとうございます。また、本日はお忙しい中お集まりいただきまして、感謝申し上げま

す。 

 保育所におきましては、幼児教育を行う施設として、保育所の保育と小学校教育との円

滑な接続を図ることが必要となっているところでございます。子どもに関する情報を共有

するなど、保育所と小学校が連携を図ることが求められているところでございます。 

 ことし３月に告示されました改定保育所保育指針には、保育所と小学校の連携に関して
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「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を小学校と共有することなどが新たに記載され

ているところでございます。こうしたことを踏まえまして、保育所児童保育要録の見直し

などを行い、保育所と小学校のさらなる連携を図るために、本検討会を設けたところでご

ざいます。 

 構成員の皆様におかれましては、それぞれの知見を生かしまして、保育所保育と小学校

教育との一層の円滑な接続が図られるよう、活発な御議論をお願いしたいところでござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○高辻保育指導専門官 なお、課長の巽につきましては、公務の都合により途中で退席さ

せていただく予定となっております。 

 続いて、資料の確認をさせていただきます。 

 配付資料は、 

 議事次第 

 資料１ 「保育所児童保育要録の見直し検討会」開催要綱 

 資料２ 保育所児童保育要録の見直し等について 

 資料３ 中山構成員提出資料 

 資料４ 村松構成員提出資料 

 なお、構成員の皆様には、机上資料として、保育所、幼稚園、幼保連携型認定こども園、

それぞれに係る現行の要録及び改定保育所保育指針を参考配付しております。 

 資料の落丁等の不備がございましたら、事務局までお申しつけください。 

 カメラの撮影はここまでとさせていただきます。 

 傍聴される皆様におかれましては、事前にお知らせしている傍聴時の注意事項の遵守を

よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に移りたいと思います。 

 議題１の座長の選任等につきまして、説明申し上げます。 

 資料１「「保育所児童保育要録の見直し検討会」開催要綱」をごらんください。「２．

構成員」の（２）において、検討会に座長を置くと規定されております。本検討会の座長

につきまして、事務局としては汐見構成員にお願いしたいと考えておりますが、構成員の

皆様、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

○高辻保育指導専門官 ありがとうございます。 

 座長の選任について御賛同いただきましたので、本検討会の座長は汐見構成員にお願い

いたします。よろしくお願いいたします。 

 それでは、以後の進行につきましては、汐見座長にお願いいたします。 

（汐見構成員、座長席へ移動） 

○汐見座長 それでは、御指名いただきましたので、座長を務めさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 
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 最初に、座長代理の指名に移らせていただきたいと思います。先ほどの開催要綱をごら

んいただきたいのですが、「２．構成員」の（２）に座長は座長代理を指名することがで

きるという項目があります。私も今、大変多忙ですので、ぜひ座長代理と一緒にしっかり

と務めてまいりたいと思いますので、この中で阿部構成員に座長代理をお願いしたいと思

っておりますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

○汐見座長 それでは、阿部さん、よろしくお願いいたします。 

（阿部構成員、座長代理席へ移動） 

○汐見座長 それでは、議事を始めていきたいと思います。 

 最初に、私のほうから簡単にこの会の趣旨等を改めて確認させていただきます。資料１

の今の要綱をもう一度見ていただきたいと思います。この会、かなり焦点を絞った検討会

なのですが、その目的のところに、ちょっと読ませていただきます。「保育所に入所して

いる子どもの就学に当たっては、保育所保育指針において、保育所と小学校との連携の観

点から、市町村の支援の下に、子どもの育ちを支える資料が保育所から小学校に送付され

ることを求めている。同指針の適用に際して、厚生労働省から当該資料の参考様式を「保

育所児童保育要録」として示し、各保育所において活用されているところである。今般、

平成30年４月１日から適用される改定保育所保育指針において、保育所と小学校との連携

に関して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有する等の記載が追加されたこ

とを踏まえ、保育所児童保育要録の記載事項、参考様式等について、保育所保育と小学校

教育との一層の円滑な接続に資するような見直しを行うことが必要である」と。こうした

状況を踏まえて、保育課長が要請し、その検討をする、ということが書いてあります。 

 幼保小の連携､特に小学校に送る書類いわゆる要録についてはすでに長く取り組まれて

きて、その必要な内容や形式を参考モデルを示して、なるべく全国共通の形式で円滑な接

続が図れるようにということでやってきたわけです。今回、「10の姿」というもともと幼

小の円滑な接続のためにつくられたカテゴリーを3つの幼児教育の施設が意識して教育す

ることになり、それを要録にどう反映させるかが課題になってきたわけです。それについ

てどういうことが新たに課題になるのかということをきちんと検討した上で、合理的な要

録の形式を少しみんなで模索したいということが狙いです。そのあたりに焦点を絞った議

論をさせていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の議題の２番目、保育所児童保育要録の見直し等についてに入りたいと

思います。 

 最初に、この見直しに向けた検討事項についての御説明を事務局のほうからお願いした

いと思います。よろしくお願いします。 

○鎭目保育指導専門官 事務局の鎭目です。 

 それでは、資料２を用いまして、見直しの検討につきまして御説明を申し上げます。「保

育所児童保育要録の見直し等について」という横組みの資料でございます。 
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 表紙を１枚めくっていただきまして、１点目、保育所児童保育要録の現状について、こ

れより御説明を申し上げます。 

 ２ページでございますけれども、先ほど要綱のほうでも座長に触れていただきました、

現行の保育所児童保育要録等の位置づけにつきましての御確認でございます。こちらは平

成20年に告示されました保育所保育指針において、「小学校との連携」に関する記載が追

加されました。こちらにおきまして記載がありますように、小学校との積極的な連携を図

るように配慮することの記載、また、子どもの育ちを支えるための資料が保育所から小学

校へ送付されるようにすることの記載がされました。 

 こちらの要録につきましては、子どもの育ちを支えるための資料に関して下の矢印にあ

りますように、平成20年３月の課長通知におきまして留意事項を示すという形で参考様式

を提示するとともに、また、小学校との連携についての取り組みも要請されたという経緯

がございます。 

 ３ページをめくっていただきまして、こちらの通知の中身について御説明を申し上げま

す。こちらの通知の「第３ 保育所児童保育要録関係」の中におきまして、「１ 資料の

様式等について」ということで、様式の参考例をお示ししたという経過がございます。こ

ちらの様式の中身については、以降で説明させていただきますが、要録関係といたしまし

て、「４ 小学校との連携について」では、主に保育所、幼稚園及び小学校の相互理解が

深められることを期待する旨、また、各市町村においても、こうした取り組みを支援・推

進することの旨が通知において発出されたという経緯がございます。 

 また、この四角囲みの下に※で記している通知ですけれども、平成20年に示されました

要録につきまして、小学校において幼稚園幼児指導要録に準じて取り扱っていただくよう、

あわせて依頼の通知が出ているということもお伝えしたいと思います。 

 続きまして、４ページをめくっていただきまして、平成20年３月に様式の参考例として

お示しした保育所児童保育要録を記載しております。こちらの記載事項につきまして、主

に２点、赤枠で囲ってあるほうが入所に関する記載としてお示ししているもの、青枠で囲

ってあるところが保育に関する記載としてお示ししているところでございます。 

 主な記載内容といたしましては、入所に関する記載といたしましては、上の赤枠のとこ

ろ、お子さんの氏名ですとか就学先、保育期間等につきましてお示ししているところがご

ざいます。また、一番下の欄には施設長、担当保育士名について、主に入所に関する記載

をしていただく形でお示ししております。 

 また、保育に関する記載として、青い囲みでお示ししているところでございますが、上

から順に、子どもの育ちにかかわる事項といたしまして、保育所生活全体を通じて子ども

の育ってきた過程を総合的に記すという形でお示ししております。次の段のところでは、

養護（生命の保持及び情緒の安定）にかかわる事項といたしまして記載する事項、右側に

つきましては、特に子どもの健康状態について留意する必要がある場合の記載の欄として

お示ししております。 



5 

 

 その下の欄、左側に保育の内容、５領域をお示ししておりますが、教育（発達援助）に

かかわる事項として、子どもの保育を振り返り、保育士の発達援助の視点等を踏まえた上

で、主に最終年度における子どもの心情・意欲・態度等について記載と、現行でお示しし

ているところでございます。 

 その下に※で小さな字でお示ししております留意事項といたしまして、記載のポイント

につきまして、お示ししているところでございます。 

 ５ページをめくっていただきますと、通知の中で要録とともに小学校との連携の取り組

みについての記載事項があることを御説明しましたが、この間、具体的にどのような取り

組みが全国の中で行われてきたかという事例を２つ挙げさせていただいております。事例

１、足立区の取り組みといたしましては、こうした共同の研修や相互の交流、また、ブロ

ック会議の推進等。長崎県佐世保市におかれましても、教職員、保育者等の合同研修や連

絡協議会を平成22年度に設置、こうした取り組みが全国で行われている次第でございます。 

 めくっていただきまして、「２．保育所児童保育要録の見直し等に向けて」ということ

で、こうした現状を受けてされてきた議論について御説明申し上げます。 

 ７ページ、上の段で、今回の改定保育所保育指針を審議していただきました保育専門委

員会の議論の取りまとめが昨年12月に出されましたが、その中で、児童要録等におきまし

て、一人一人のよさや学びの状況等を捉えて行うべきものであることに留意が必要である

こと。また、こうした指導要録につきまして、小学校での活用がさらに進むよう工夫をし

ていくことも必要ということで、整合性についての観点も議論していただきました。 

 こうした議論を受けまして、平成29年３月に告示いたしました改定保育所保育指針では、

「第１章 総則」において、「幼児教育を行う施設として共有すべき事項」を記載すると

ともに、「第２章 保育の内容」において、「小学校との連携」を記載いたしました。こ

ちらにつきましては、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を小学校教師と共有する

など連携を図ることについて、また、20年同様に子どもの育ちを支えるための資料の送付

について記載されております。 

 ８ページでは、改定された指針において、今、お示ししたところが全体のどこで記され

ているかをお示ししているので、参考にごらんください。 

 ９ページは「保育所児童保育要録等に係る「主な課題」について」としてお示ししてい

るところでございます。こちらにつきましては、約10年間の取り組みの中でさまざまな現

場においてどのような課題が持ち上がってきているかということにつきまして、下の※で

お示ししておりますような各団体等に行われました調査結果などから抽出した内容でござ

います。 

 主な事項として「１．保育所児童保育要録に関すること」といたしましては、（１）記

載内容等について、子どもの育ちを捉える視点について、小学校と保育所の間での違い。

また、保育士によっての子どもの育ちの捉え方についての個人差に関して。また、保育所

の中でそうした観点をどのように統一を図っていくかということについて、課題として取



6 

 

り上げられている旨が多く出されていることをお示ししております。 

 （２）小学校における活用では、保育所と幼稚園で様式が異なるため、受け取った小学

校としての活用のしづらさなどといった声も上げられております。 

 ほかの点といたしまして、事務負担の件、送付時期の件等、さまざま課題として捉えら

れている点があることをお伝えしたいと思います。 

 「２．保育所と小学校との連携に関すること」としては、自治体も含めた共通認識をつ

くる必要等について、調査から述べられております。 

 10ページをごらんください。こうした経過と現行の課題をもちまして、（４）保育所児

童保育要録の見直し等に係る「主な検討事項」について、案をお示ししております。 

 「１．保育所児童保育要録の改善等」といたしまして、１つ目の○で、保育所保育や保

育所と小学校の連携における保育所児童保育要録の位置づけや意義の明確化について。 

 ２つ目の○といたしまして、現行の保育所児童保育要録の実情及び課題を踏まえた、記

載事項及び様式の変更について。こちらの中身につきましては、「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」が示されたことを踏まえ、どのように反映するか。また、要録における

子どもの育ちの評価、記録の基本的な考え方や留意事項の示し方につきまして。また、幼

保連携型認定こども園園児指導要録、幼稚園幼児指導要録との一層の整合を確保するため、

どのような整理が考えられるか。 

 また、こうした要録の普及・活用に対しての方策等についての御検討を、検討事項の案

としてお示ししております。 

 「２．保育所と小学校との連携に関する取組の推進」について、さまざま御議論いただ

ければという形でお示ししているところでございます。 

 事務局より、説明は以上でございます。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 今、御説明いただいた資料２を踏まえて、次に、中山構成員から、自治体における取り

組みについて御説明を受けたいと思っています。資料３をあけていただきたいのですが、

高知県の取り組みについて、中山構成員からお願いします。よろしくお願いします。 

○中山構成員 それでは、高知県の年長児の育ちを小学校に引き継ぐ取り組みにつきまし

て、説明をさせていただきます。 

 資料の１ページ目にあります順で、説明をさせていただきたいと思います。 

 めくって２ページ目をごらんください。まず、小学校との引き継ぎの会ですけれども、

多くの園と小学校で顔を合わせて年長児や園の情報を引き継ぐということが行われており

ます。実施時期は２月、時間は１時間程度が一番多かった結果になっております。 

 また、参加者につきましては、保育所・幼稚園等就学前の先生方につきましては、５歳

児の担任の先生を中心に、園長先生等の管理職が一緒に行っているケースが多かったです。

それに対しまして、小学校は１年生の担任を中心にしながらも、管理職の先生方や養護教

諭といった複数の教員が聞き取りを行っているということがわかりました。 
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 ここに至るまでには、新年度、切りかわった際に、せっかく引き継いだものが小学校の

ほうで途切れてしまうという事案もありまして、就学前の先生方が小学校側に対して引き

継いだことが途切れないように、しっかりと参加をしていただきたいという要請もあって、

だんだんとこういう形になってきたと聞いております。 

 次の資料をごらんください。３ページ目は引き継ぐ内容ですけれども、要録の記載内容

を補足するような形で一人一人の育ちや気になる幼児の育ちというところが中心を占めて

おりますけれども、要録にはなかなか記載のできない園やクラスで大事にしていることと

いったことも、引き継ぎの中に加えられてきております。 

 また、特別支援を必要とするお子さんにつきましては、個別の指導計画の中に生活面、

社会性、健康面などといった視点があるわけですけれども、そういった視点を少し整理し

直した形で就学時引き継ぎシートというものを活用していただいて引き継ぐとともに、親

子で入学式前に施設見学を行うといった取り組みも進んできております。 

 次の資料は、長期の指導計画の作成の仕方を調査した結果になります。要録は５歳の担

任の先生が書くことになりますけれども、子どもの育ちを入所から卒所までつないでいく

ということがとても大事かと思っております。そうした中では、年間や月間といった長期

の指導計画を園としてしっかりと整備して、豊かな育ちを促していくというようなことも

大事になってきております。そうした意味で、本県も長期の指導計画の位置づけというこ

とをお願いしているところです。結果では、ｂやｅを選んでいただきたかったのですけれ

ども、高知県ではまだまだ担任の先生方に委ねられた部分が多いのかなと、結果から見え

てきたところでございます。 

 ５ページ目は、指導計画等をもとにしながら実践を振り返るというところを問うた結果

になります。実践を振り返って子ども理解を深めるということが、実践にもつながります

し、また、子どもの見方を深めていく中で要録への記載内容の充実というところにもつな

がっていくかと思いますけれども、振り返り方というところにおきましては、月間や週・

日案といった長期・短期の指導計画の反省・評価欄を充実していくというような取り組み

が中心的に行われていることがわかりました。 

 次の資料では、お一人の先生が保育を振り返る視点というのは非常に偏った視点、狭い

視点になりやすいわけですけれども、そうした視点に陥ることがないように、子ども理解

を多面的に深めていくという観点から、同僚の先生方の力をかりるということを推奨して

おります。そういった中で問うた結果では、指導計画の中に園長先生方を中心とする管理

職によるコメントが導入されていたり、また、保育を見て協議を行うといった取り組みが

充実してきていることも見えてまいりました。こうした取り組みが継続に行われていくと

いうことが、要録への記載も豊かになるのではないかと考えているところです。 

 実際に小学校側で要録を受け取った方に聞き取りを行いましたところ、保育所側から送

られてきました要録を見て、就学前の先生方が子どもを見ていく視点というものが非常に

参考になったというような意見もありました。また、入学した後に子どもの顔と名前が一
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致した段階で要録を見直すことによって、その子どもへの理解が深まり、後の指導に生か

すことができたといった意見もございました。また、読む中で記載内容の理解をなお一層

深めるためにということで、電話をして聞き取りをしたというような事例もありました。 

 一方、できた、できないといったような記録に終始しているところもあって、例えば給

食を20分程度とかいうような時間内で全部食べられるか否かといったような記載も見えた

りして、もうちょっと違う視点で聞きたかったなというところで、残念だったというよう

な思いをされた先生もいました。また、園や５歳児の担任の先生方によって記載内容に少

しばらつきがあって、一様に読むことができないといったようなお声もありました。 

 しかしながら、小学校側の活用の仕方というところにも課題が見えてまいりまして、管

理職や同僚の先生方が要録を見ることというような促しがあった場合は非常に見る率が高

まりますけれども、声がけがなかった場合には見ないで終わっている先生もいたのではな

いかといったお声もちらちら聞かれました。 

 また、保育所側におきましては、小学校と記載内容につきまして協議を行ったようなと

ころもありまして、記載内容の充実を図ってきたという取り組みも聞いております。 

 続きまして、７ページ目ですけれども、こうした指導計画等の取り組みを通しまして、

園が効果をどのように感じているかという調査結果におきましては、３つの観点からおお

むね効果を感じてくださっていることがわかりました。組織的にこうした取り組みが広が

っていくように願っているところになります。 

 最後ですけれども、次の８ページ目におきましては、一人一人の育ちをつないでいくの

が要録でありますけれども、園全体の取り組みを小学校につないでいく視点で、本年度、

新たに保幼小接続期実践プランというものを本県がつくらせていただきました。まだ印刷

は仕上がっていない段階なのですけれども、その中で、このたびの改定の中で示されまし

た10の姿、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をキーワードに、どのように育ちを

つないでいくのか、見方を深めていただくのかというところで、補助シートになりますけ

れども、10の姿共有シートといったものも活用していただいて、協議の場を持っていただ

けたらということで冊子化を進めているところです。 

 最後の９ページ目に参考で、その共有シートを載せてありますので、またごらんくださ

い。説明会で実際に就学前の先生方と小学校が一緒にこのシートを使って協議をした中で

は、就学前の先生方がどのように子どもを捉えておいでなのかというところが非常に参考

になったというようなお声も聞いておりまして、こうしたツールが非常に有効だったと感

じております。 

 以上、高知県の取り組みの説明になります。ありがとうございました。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 御質問等については、また後でまとめて伺いたいと思います。 

 続きまして、村松構成員から、保育士会の実態調査等について御報告をお願いいたしま

す。 
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○村松構成員 村松です。よろしくお願いします。 

 皆様のお手元には、資料４として「保育所児童保育要録の状況について」ということで

お渡ししてあります。全国保育士会には制度・保育内容研究部というのがありまして、そ

こでさまざまな保育の実践において必要な、例えば個別計画だとか、権利擁護の問題だと

か、虐待のこと、貧困のことなどを取り上げながら調査をしたり、成果物をつくったりと

いう機能を果たしています。その中で、ちょうどこのお話をいただく前に、要録の活用に

ついてという聞き取りの調査が行われたところです。 

 その前に、この平成20年から書くようになりました要録のことですが、全国保育士会と

してもこれを非常に大切なものと受けとめてきています。これまでさまざまな形で保育士

会としても、どのように啓発活動をしていこうかというところでの取り組みはなされてま

いりました。振り返りますと、平成20年、21年、22年、23年、24年というふうに、「保育

士会だより」というものを使って会員に周知したり、書いてみてどうだったのかという実

践の事例などもかなり集めてきているところです。その中で、全ての子どもにとって保育

所での積み重ねてきた多くの経験が小学校での生活においても十分に生かされ、一人一人

が生き生きと自己を発揮しながら育っていけるようにするというのが、この要録の意義で

あるということは会員各位に啓発をしているところです。 

 その中で、やはり課題がたくさん出てまいります。先ほどの資料の中にも全国保育士会

の調査のことが載っておりましたけれども、そのときの調査の内容と今回の聞き取った内

容とは、余り大きな差はないです。その中で感じるのは、最終年度の姿を記入するもので

はあるのですけれども、保育所にとっては、入所してからの経験を踏まえた上でのさまざ

まな成長の姿、どう育ってきたのかという経過とか背景が大きくかかわってこその今であ

るというところの意識をとても大事にしているということがうかがわれます。 

 養護の視点から働きかけて育ってきた姿を伝えたいという、学校教育においてもこの視

点は不可欠だと思っておりまして、養護と教育が一体的に展開されてきたという意図をこ

の要録でどのように伝えていくかということがとても大事なことだと考えています。 

 この要録を通して、保育所保育が小学校に連続していくという視点が定着したのは事実

で、結果、さまざまな全国の取り組みが、イベントではない取り組みがなされたというこ

とも大きな成果だと思いますが、さらに要録を介しての連携に関しては、もう少し期待し

たかったというのも声としては上がっています。 

 お手元の資料をちょっと見ていただきたいと思いますが、このときは課題に感じている

ことなどを中心に聞き取ったものですから、このような記載になっております。おおむね

私が今、申し上げたことがここに含まれているかと思いますが、「１．課題に感じている

点」「要録の内容および取扱いについて」では、最終年度の子どもの育ちや生活について、

その姿をどう見るか、評価をどのように捉えるか難しい場合もある。これまでの育ちがあ

るということをどのように記載していくかということと同意義だと思います。 

 それから、配慮を必要とする子どもたち、障害児については、保護者の了解を得た上で
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個別に追加で必要な情報提供をしてまいりました。しなければなかなか連続ができません

ので、別の形での配慮をしてきたということもあります。 

 書き手としても、養護と教育について、要録上の項目が分かれてしまっている。これは

厚労省のほうで示されました様式の参考例ですね。これを使っているところがかなり多く

て、それでこのような記載になるかと思います。そこで違和感を覚えているところは、組

織において、それから市町において、様式を考えて別のもので書いているところもありま

すけれども、おおむねこの様式を使っているところでは、この書きぐあいにおいてのふぐ

あいみたいなところも感じているという声がありました。 

 それから、子どものよさや特徴を明確に示すための視点においてというふうに、先ほど

もありました、できた、できないとかという視点でどうしても共有の認識の温度差みたい

なものもあるのかなと思います。私たちとしては、できた、できないはともかく、比べれ

ばできた、できないになるかもしれませんが、この子がここまでに育ったということがと

ても大事な視点なので、そこの共有のところが難しいかなということです。 

 「保育所・職員の負担について」ですが、必要性は重々感じております。作成に時間を

要するということがやはりありまして、私たちの業務は非常に多岐にわたっておりまして、

一日の拘束時間も長いです。その中でどのように時間をつくって書いていくか。市町村に

よっては書きかえを防ぐために自筆で記入しているところもあるということだそうです。

大方がパソコンでの記入になっているかと思いますが、情報の漏れを防ぐための手だてだ

というふうにも聞いております。 

 そして、施設内でみんなで書いていくことが大事なのですけれども、やはり最終的には

５歳児の担任の負担になってしまいます。卒園を控えてさまざまなやらなければならない

ことが山盛りになっている状況の中で、この要録の記載、非常に神経を使って書いていく

という作業が加わりますので、負担が特に大きいということにもなります。 

 次に「要録の引継ぎについて」は、これまでもるる出てまいりましたけれども、小学校

側が本当に目を通しているのかという声があったり、どうやって活用されているのかが見

えない、その手応えが見えてこないという声も毎年のように、この調査をするたびに出て

きています。 

 １つの事例として、自分の園より遠くの学校、例えば県外に出ていったりする子もあり

ますけれども、そういう子どもたち、それから複数就学先がある場合について、どのよう

に引き継ぎをしていったらいいのか。意外に自分の保育園が置かれている学区との連携は

密であっても、その周りの市内の学区との連携については若干希薄になってしまうという

実態もあります。 

 次のページをめくっていただいて「その他」としては、小学校側といわゆる教育・保育

に対する考え方や捉え方が異なるというよりも、理解の働きかけみたいなことがまだ十分

に行われていなかったということで、非常に保育園側の一方的な物の言い方で申しわけな

いのですけれども、学校側の子どもの育ちに対する共通の理解に関しては、まだまだ時間
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を要するのではないかという声も上がってきております。 

 とはいえ、うまいこと円滑に運用されているところもありまして、そこに挙げておきま

したのが、熊本県合志市の取り組みになっております。ここは早い時期から、2010年のこ

ろから、要録の取り組みが始まったときから、教育委員会と連携をとって要録の書き方に

関する研修会を実施してきているということ。それから、事細かな連携を図るために学校

の先生方に対して要録を提出するときにアンケートを添付してお渡しし、それに答えてい

ただくということを続けていらっしゃるようです。そのアンケートの結果を得て、学校と

保育所との合同意見交換会を持って、入学後の子どもたちの具体的な姿の意見交換を行っ

ていると聞いております。 

 ほかにも「その他多く挙げられた取り組み」としては、さまざまな形で小学校との連携

をとっておりますけれども、要録だけでは伝達がしにくいところは、先ほどの高知県のお

話もありましたが、最終的にはお互いが子どもの情報交換の場を使って、かなり事細かな

家庭のありようとか、どういうふうに育ってきたかということも含めての情報交換が行わ

れておりまして、そこのところに要録がまだ存在をしない状況の中で行われるということ

が、そこは少し課題なのかなと思いました。 

 個人的な意見になって申しわけないのですけれども、やはり要録を介しての情報交換の

形ができることが要録の活用につながっていくのではないかということを、今回のこの調

査の中で感じ取ったところでもあります。 

 以上です。 

○汐見座長 どうもありがとうございました。 

 今、具体的な事例、それからさまざまなアンケート結果について御説明いただきました。

それらを踏まえた議論を行いたいのですが、その前に資料２で見直し等についての御説明

をいただきましたが、その10ページを改めて見ていただけますか。ここでどういうことを

検討しなければいけないかということでまとめてくださっています。これを確認して始め

たいのですが、主な検討事項（案）として１番、２番があります。 １番が「保育所児童

保育要録の改善等」ということで、保育所保育や保育所と小学校の連携における保育所児

童保育要録の位置づけや意義をもう少しはっきりさせようということです。２つ目は、現

行の保育所児童保育要録の実情及び課題を踏まえた、記載事項及び様式の変更を議論して

いただきたいということです。その中に、今回の改定で「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」が示された。それを踏まえ、この姿をどう要録に反映することが考えられるのか

ということを検討していただきたい、ということがあります。 

 それから、保育所児童保育要録における子どもの育ちの評価、記録の基本的な考え方や

留意事項をどう示すか。既に今、例えば養護と教育を分けて書いているところは書きづら

い等の意見がございましたが、そのあたりをもう一回検討して、新たに提案するというこ

とであります。 

 ３つ目が、幼保連携型認定こども園園児指導要録、幼稚園幼児指導要録と一層の整合性
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を確保する。現在はその３つの幼児教育施設から来る形式がかなり異なっているわけで、

小学校の先生はその辺で戸惑いもあると思うのです。今回はその３つの組織からの要録の

形式もなるべく整合性を図ることが課題になっているということで、それはどこまで可能

かということを検討するということです。 

 それから、この要録をどのように活用していただくのかということが既に出ていました

が、その方策についても検討をしていただきたいと。 

 ２番目に、それと関連する小学校教師との意見交換等、円滑な接続に向けてどういう取

り組みがこれから必要になってくるか。それについてもあわせて議論いただきたいとあり

ます。これらが私たちが集中して議論しなければいけないテーマですので、このことを念

頭に置いて、これから議論をしていきたいと思います。 

 ここで大きく２つございますので、最初に「１．保育所児童保育要録の改善等」につい

てのほうから議論したいと思います。既に幾つか細かな課題が挙げられていますが、この

テーマに沿って集中して御意見をいただきたいと思います。それが終わった後に「２．保

育所と小学校との連携に関する取組の促進」に移りたいと思います。関連していると思い

ますが、一応分けて議論します。 

 それでは、最初の「１．保育所児童保育要録の改善等」について、今、御報告いただい

た事例等を踏まえた上で御発言をお願いします。時間もありますし、小さな会ですので、

どんどん御遠慮なく御発言いただきたいと思います。 

 では、大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 大方でございます。 

 このたびの保育所保育指針の改定によって、総則の中で「幼児教育を行う施設として共

有すべき事項」ということが入りましたので、前回の2008年改定のときには福祉施設から

学校教育の場に送るということで、非常に現場の先生方の混乱等、書きぶりにも、園内に

置いておく児童票に書くべきことを要録に書いてしまったり、若干誤差があったと思うの

ですが、今回はこのことが共有すべきことになりましたので、その点を踏まえた書き方と

いうか、意義ということに論点を当てたほうがいいのかなと思っています。 

 その中で、特に子ども理解といったときに、幼児教育を行う施設としての子ども理解と

して、遊びを通して、環境を通してと言われている５領域のこと、養護と教育の一体化と

いうことがあるわけですけれども、子どもたちがどんな遊びに興味を持っていて、何をお

もしろいと思っているかとか、どういうことに興味を持っていたかとか、そのことをどう

克服していったとか、どんな葛藤があったとか、そういうことがいきなり卒園前の終わり

のときではなく、３歳、４歳、５歳、もっと言えばゼロ歳から継続的に日々観察してきた

結果として、最後、この子にはこういったいいところがあるのだよということの子ども理

解としての報告というか、小学校への申し送りになるような書きぶりになっていけば、先

生方の日常生活における子どもの観察の論点もはっきりしてきますし、それが日ごろの指

導計画にも反映され、いきなり最後に書類づくりとして書くということではなく、そうい
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うことが幼児教育の質の向上にもなっていくのではないかと思います。 

 さらに言えば、小学校の先生方も幼児教育をやっている保育の場にあるのだということ

を、その書類を通して、１日、２日ではうまくいかないのかもしれませんが、この書類づ

くりによって、より幼児教育に対する理解につながっていくような今回の改善につながっ

ていけば、今回の改定そのものが生かされるのではないかと思っていますので、最後の書

類づくりにならないようにしていただけたらよろしいのかなと思っています。 

○汐見座長 ありがとうございます。 

 参考のために、参考資料がお手元に置かれていると思いますが、この参考資料の最初の

ところが現行の保育所児童保育要録として厚労省が示している参考例です。そこは一番上

が生年月日等で、２つ目が育ちにかかわる全般的な事項、その次が養護の欄と教育の欄に

分かれて書かれているわけですね。養護の生命の保持及び情緒の安定にかかわる事項と、

関連して子どもの健康状態等というのがあります。 

 それに対して、その後の幼稚園のほうは２枚に分けて書かれるようになっていまして、

学籍に関する記録と指導に関する記録に分けてあるのですね。指導に関する記録の中では

指導の重点という項目がございまして、その次、指導上参考となる事項があって、５領域

の各狙いが書かれているといます。このあたりについて、こういうことを重点的に指導し

てきましたという、どちらかというと指導に関する記録になっていますね。 

 認定こども園のほうはさらにその後にありまして、これはもう少し複雑になっています。

つまり、指針と今の幼稚園と両方取り入れたような形になっていますので、ずっと後ろ、

何ページか後に、指導等に関する記録の中に養護というところがありまして、それから健

康状態があって、それから６領域の指導の重点、指導上参考になる事項というふうに分け

て書かれています。認定こども園関係者から大変ややこしいという声がよく聞かれるので

すが、これはそういうのを合体させたためにこうなっているということです。 

 保育所だけが特に教育、指導にかかわる事項だけではなくて、養護にかかわる事項とい

うところを項目として設けてあって、それのメリットもあると思うのですが、逆に分けた

ことで書きにくいという意見もあったりして、そのあたりを念頭に置きながら、このよう

に改善したらどうかとうことを御意見いただきたい。 

 それから、先ほどから何度も出ていますが、10の姿をどのように扱うのかということで

すね。これについて、ぜひ御意見いただきたいと思います。 

 それでは、お願いします。 

 村松構成員、お願いします。 

○村松構成員 今、大方先生のお話を伺っていて、やはり毎年毎年入所してからの１年間

の育ちは、毎月の育ちは経過記録として児童票に記載をしていくわけですけれども、それ

を総括して１年間どう育ったかということに関しては、実際問題、総括をしていないので

すね。それでまた次の年度が始まっているということで、本来はそこで一回総括したもの

を次の担任に引き継ぐという作業があるべきだと思うのですが、なかなかそこまではいっ
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ていないのではないかと思われます。その意味で、要録をそういう形でも活用できること

にすれば、園内における保育の連続性はそこで確保されるのかなと思います。 

 同時に、現在、養護と教育のところで分かれて書かれているのですが、ゼロ歳児ならゼ

ロ歳児の、２歳児なら２歳児の、そのときそのときでその子の養護の視点ということが若

干変化をしてまいりますので、こういう視点を大事にして、このような５領域の働きかけ

をしてきました、それによって今こうやって育っていますという視点は年齢に応じて変わ

ってくることは明らかにあると思うので、やはり最終年度の記録だけではない、保育経過

の記録としての要録もあることで、この子が育ってきた道筋と今後の道筋とは絶対にリン

クすると思われますので、そのような書き方もあっていいのかなと思います。 

 以上です。 

○汐見座長 要録が要録としての単なる作文ではなくて、実際の保育の延長で活用される

ようなものという、これは大変大事なことなので、具体的に案があったらまた言ってくだ

さい。 

 では、阿部構成員、お願いします。 

○阿部座長代理 負担だというところはやはり大変だと思うのです。高知の先生の発表を

聞いていて、指導の反省のところとかを生かしていく。やはり日ごろの保育の成果、子ど

もの育ちの記録ですから、そういうものを生かしながらやっていくと、負担というのが減

るかなとちょっと思ったのです。ですから、記録をかなりたくさん、いろいろな種類があ

りますね。あれを一体化するというか、育ちの記録は一本にしてしまうみたいな形にでき

ていけば、日々の保育そのものが要録につながっていくという形ができるのではないかと

今、思ったのです。 

 つまり、子どもの姿を見て計画を立てて、実践して、振り返って記録しますね。そのと

きに子どもの育ちの記録もそこに書かれるわけですから、それをためていくという感じの

ですかね。それだけでも要録になるので、そこからピックアップして、大切な部分だけ書

き出して伝えていく。それで10の姿をどうするかというのをまた考えないといけないので

すけれども、それはやはり計画だったり振り返りの中にあるわけですから、分けないで整

理したほうがいいのかなという感じがするのです。 

○汐見座長 ちょっと確認ですが、何と何を分けないでということですか。 

○阿部座長代理 日常の保育日誌との延長にある保育の経過記録と。先ほどから言ってい

ることですね。 

○汐見座長 毎日やった記録とそこでの育ちの記録は、本来はちょっとでも書いていくべ

きですよね。○阿部座長代理 書いているといいですね。保育日誌だとか、さまざま書い

ているので、書き物がたくさんあり過ぎるのではないかと思うのです。そこのところを工

夫して一体的にできないかなとちょっと思ったのですけれども、難しそうですか。 

○汐見座長 では、お願いします。 

○村松構成員 村松です。 
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 今、お話を伺っていて、児童票という形で毎月、子どもの成長の記録を書いているわけ

ですけれども、この要録の形ができたらば、それをそのまま使うという手もあるのかなと

思います。 

○汐見座長 児童票を兼ねてですね。 

○村松構成員 そうです。最終的に、例えばゼロ歳児の３月の姿がそこの１年間の姿にも

集約されるのであれば、それを切り取って記録しておく。それを蓄積したもので要録とし

て送り出すということをすれば。 

○阿部座長代理 ６年間書くことになる。 

○村松構成員 そうですね。３歳以上だけでもいいとは思いますが、ゼロ歳のときからが

必要なのか。ゼロ、１、２歳児は一括してもいいかもしれません。いわゆる子どもの育ち

にかかわる事項でいいのかもしれないですが、３歳以降はそのような形をとれば、５歳児

の担任の負担ではなくなりますね。そのときそのときの担任のやるべき仕事がそこにある

という考え方になれば、年長の担任になって不公平感を覚えますという声はなくなるのか

もしれないです。済みません。生の声になりますが。 

○汐見座長 児童票という形で、この児童票の形式も自治体ごとにまたそれぞれ違うので

一律にはなかなか言えないのですけれども、毎月の育ちについて、体重とかそんなことも

含めて全部記録されていますね。阿部構成員がおっしゃったようにいろいろな記録をとっ

ていることが大変労を多くしているということで、要録につながるような形で、かつ非常

に実践的な意味のある記録をなるべく一本にしていくような方法はないかという御意見で

すね。 

○阿部座長代理 多分、次の計画を立てるというのは保育の記録をもとにしてということ

ですね。だから、日々の保育がそのものなので、合理的なのではないかな。 

○汐見座長 そういうことが可能かどうかも含めて、御自由に御意見を。 

 大方委員、お願いします。 

○大方構成員 小学校にこれを送る接続の部分がとても大事だと思うので、そのために今

回、この10の姿という「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」、あくまで姿で到達目標

ではないわけですけれども、その姿に対して、今、子どもたちをもう一度最後に見直した

ときに、こういう遊びを通した力が育っているのだということ。だから、ただ単に砂遊び

が好きですとか、ままごとをやっていましたという活動の表面的なことではなくて、それ

を通して幼児教育として一体何を子どもたちに育ててきたのかということが記載され、そ

のことで小学校の先生も、保育というのは単に遊んでいるのではなく、その中でこんなふ

うにいろいろなことを育てているのだという理解につながるようなものにしていかなかっ

たら、せっかくの今回の改定が生かされていかないと思うのです。 

 だから、書式の中でも５領域だけではなく、どちらか、こちらの右のラインでもいいの

ですけれども、終わりの姿というのがあって、入り口は５領域なのだけれども、最終的に

終わりの姿ということにつながっていて、ここに子どもの記録というか、記載されている
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ということが形式的にも見えるほうがいいかなと思うのです。 

 養護と教育というのは一体化と言われていて、当然、日々の生活で一体化されていると

思うのですが、前の2008年のときにもかなり質問が多かったのが、先ほど村松構成員もお

っしゃっていましたが、育ちで書くことと養護で書くこと、それから健康領域に書くこと

と子どもの健康状態といったら、入学前健診もちゃんとあるのにこれをどうしてすみ分け

ていいのですかという質問がとても多かったので、そこら辺も、この狭い空間の中に必要

最低限書くことは何かということを整理しておかないと、結果的にぼわんとしてしまって、

せっかくの労力がもったいないかなという気がします。 

○汐見座長 どうぞどうぞ。阿部構成員。 

○阿部座長代理 いろいろな視点から話しているので話がごちゃごちゃになるのですけれ

ども、今は形をどうするかというのと、何を書くかという話で、何を書くかのところはま

た話し合って、今のような形になっていくのだと思うのです。ですから、この資料のまま

の形でいくわけでもなく、この形も少し考えるということですね。 

○汐見座長 はい、そうです。 

○阿部座長代理 私も、養護と教育というのですか。養護的側面と教育的側面を分けて書

くというのは、なかなか書きにくいと思うのです。なので、そこは何とかしたほうがいい

のかなとは思うのですが、ちょっと合理化を図るために、日ごろのものを生かしながらや

っていくとしたら、その日ごろの振り返りを、今、大方先生がおっしゃったような書きぶ

りにしていくということをしないと難しいですね。そうすると、保育の質そのものにもか

かわってきますね。毎日というか、要録のためだけではなく、日々の保育の質の向上にも

かかわってくるので、できるのでしたらそのような形のほうがいいかなと思います。 

○汐見座長 幼稚園のほうを見ますと、子どもの健康状態等については特に書く欄がない

のですね。領域に健康というのがあるわけですね。そこで書くことと、ここの健康状態で

書くことと、それから養護の中に生命の保持と情緒の安定というのがあって、そこである

程度の子どもの、生命のほうは特にそういうことになりますね。つまり３つ、心身の健康

について書く欄があって、それをどう書き分けるのかということが実は現場ではむずかし

い。幼稚園関係者には、健康のことは健康という領域がわざわざあるのだから、そこに書

けばいいじゃないのという人もいますね。 

 養護というのは指針では生命の保持と情緒の安定のための保育士等による働きかけとし

されていますね。生命の保持というのはよくわかるのですが、情緒の安定のための働きか

けということで、指針に具体的に書いてあることは、子どもの気持ちをしっかり受けとめ

る、共感する、あるいは主体性を大事にする、等々の大事さということですよね。瞬間瞬

間の保育の場面でこういう姿勢が保育する側になければ教育にはなりませんよということ

が書いてあるわけです。それを要録に書けと言われたら、ふだんからこうした配慮を大事

にしてきましたと具体的に書くことが求められていることになります。それを教育と別の

欄に書くとしたらやはり難しいだろうなと思います。親が離婚騒動で大変だったから常に
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だっこしてやってきたとか、そういうケースがあればまだ書けますが、普通の保育場面で

子どもの気持ちをしっかり受けとめて云々というのは保育の一般姿勢ですね。そこのとこ

ろを取り立てて書くとなると、そういうことを大事にしてきましたと書くしかないかなと

思います。 

 だから、養護は教育の中にあわせて記録しておくことはあってもいいと思うのですが、

小学校に上がるときに情緒の安定のために特別に配慮してきたというようなことがあれば

書くことにしておく、ということでいいのではないかと私も思います。 

 はい､阿部構成員。子ども子ども 

○阿部座長代理 例えば村松先生のところはこれを使っていらっしゃるのですか。 

○村松構成員 そうです。 

○阿部座長代理 どういうことを書かれているのですか。 

○村松構成員 最終的に５歳児の３月の姿です。 

○阿部座長代理 養護のところですが。 

○村松構成員 養護のところは、私も時々担任が書くのを読みながら、それから直しなが

ら思っているのは、どうしても健康状態のこととか、その健康状態のことは書いてあるの

ですが、それと同時に、例えば家庭環境がこうなったのでこのような働きかけをしてきた

というようなことが多くなって、特に養護にどうやってかかわってきた、ああやってかか

わってきたということは、余りこれまでは記してこなかったですね。 

 今、お話を伺っていて、やはり大事なのは、この要録を小学校の教育にも使っていただ

きたいと思うには、一人一人の子どもの特性があって、例えば自分の気持ちを表出するの

が苦手だよという子と、得意だよという子と、その子どもたちにかかわる働きかけは違っ

てきます。苦手な子に対しては、このような受けとめ方をして、このように働きかけをし

てきたら、こういうふうに育ちましたと言えるだろうし、とても得意な子に関しては、そ

ういうことが得意だから、そこのところをこうやって伸ばしてやってきましたということ

が書けると思うのです。 

 なので、養護と教育を一体的に記載するほうが、保育の現場としてはしっくりくるとい

う感じはします。何を書いたらいいのというような声が出ること自体が、やはりそこをい

つも一体的に行っている中で書き分けられにくいところがあるのかなと、今、お話を伺っ

ていて思いました。 

○汐見座長 この子に６年間ずっとかかわって育ってきて、この子のいいところはここな

のですよ、ここのところはすごく伸びてきたので、それをぜひ小学校で引き取ってやって

いただきたい、これは多分一番上の欄に書くことですね。この子のいいところだとか、わ

んぱくだけれども、すごく集中力がある子なのだとか、そういうところは最初のところで

しっかり書いていく。特に最後の一年間はこういう形で頑張ってきた、こういう形で指導

してきたからこういう成果があったとかいうことを下の欄に６領域等に照らして書くとは

思うのですが、多分、小学校が一番知りたいのは、一番初めのこの子のいいところはどこ
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なのかと。そこをぜひ知ってほしいということは情熱を持って書いてほしいわけですね。 

 それは多分、小学校の先生にも役に立つと思うのです。それはそうと、今議論していま

すけのは、養護と教育を分けて書くと、養護のところがすごく書きにくくなってしまうと

いうことですね。幼稚園はそれを書いていないということがありますので、整合性という

点からもそこは整理したほうがいいかもしれない。そういう論点ですね。 

 はい、お願いします。 

○阿部座長代理 子どものよさを書いていくときに、すごく変な心配なのですけれども、

レッテルにならないような、発達の過程でこういう育ちの中にあるみたいな表現で書いた

ほうがいいのかなと。書かれたことをそのまま思い込まれてもちょっとどうかなと思うと

ころがあるので、子どもの姿をあらわすときに、例えば、こういう育ちの中のここの位置

に今いますよみたいな表現のほうがいいのかなと思いました。 

○汐見座長 子どもの人格を到達目標的に書かないことですね。プロセスを書くというこ

とですね。 

○阿部座長代理 はい。 

○汐見座長 数学で言う微分係数を書くわけです。こういうふうに今なってきているので

すという変化を中心に書くということですね。 

○阿部座長代理 そのほうがいいかなと思いました。 

○汐見座長 中山構成員、お願いします。 

○中山構成員 高知県の現状からいうと、やはり小学校の先生方は到達目標の中で子ども

をどう育てるかという文化の中にあるので、10の姿の意味理解も今、丁寧に説明をしてい

る段階なのです。とり方を間違わないように、育つ過程の中で見えてきた姿ですというと

ころでとっていただくということをしているのですけれども、やはりどうしても、今言わ

れたように、クラス編制のための引き継ぎになりやすい側面があったりとか、小学校側の

聞きたい情報と就学前の伝えたい情報のずれ感をどうしっかりとすり合わせていくかの中

に、要録が非常に就学前が子どもを肯定的に捉えていて、一人一人のよさからスタートし

ながら保育をつくり上げていき、発達を捉えていく。その目線そのものを非常に小学校の

先生方には学んでいただきたい。それを受け取っていただきたいということになりますの

で、そういう意味では、ここまでできたとかいうことではなく、今言われたように、育つ

過程の中にこんな姿が見えてきていて、とてもうれしいと思っているのですというような

事柄で伝わっていくというのが本当になされていくといいのかなと思っています。 

 それともう一点、皆さんが言われていたように、養護と教育の一体というところで、高

知県も現場の先生方は非常にそこを大事にやられています。いざ書く段階になって分かれ

るというのが、一体でやっていながらも分かれていくというところで、非常に書きぶりの

難しさというのもあるのだろうなということを思いました。 

○汐見座長 小学校の先生方も、カリキュラムの考え方が幼児教育とかなり違いますから、

どうしてもこの子は何ができるのかというよりは、何ができないのか、どこが弱いのかと
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いうところに目を向けざるを得ないところがありますね。ところが、保育、幼児教育のほ

うは、できないかではなくて、その子のいいところはどこかとか、どこが伸びてきたのか

という変化の中でのポジティブな部分に注目していくのが一番大事だと教えられてきてい

るということで、その辺の子ども観とか発達観に微妙なずれがある。10の姿についても、

こういう方向で子どもたちの姿を思い浮かべながら保育してほしいというけれども、一個

一個の文言にこだわってしまって、これはできるのか、できないのかとなってしまったら、

似て非なるものになってしまいますね。 

 だから、その辺は今回、10の姿をどこかで書くとしたとしても、これはできるのか、で

きないのかということではないと説明していくことが実はとても大事で、その辺をどのよ

うに工夫していくかということがとても大事ですね。 

 今、大方先生のほうから、例えば５領域で書いたものの横のほうに今度は10の姿で書く

ような形があり得るのではないかということが出たのですが、10の姿をどう扱ったらいい

か、もうちょっと御意見いただけませんか。 

 多分、10の姿というのが、もともとは次の時代を生きる子どもたちには特にこういう力

ということを念頭に置きながらやらないと本当の意味の教育にならないという意味と、も

う一つは、小学校との接続関係で、５領域だけではなかなかうまくつながらない。そこの

中間のカテゴリーをつくるということでつくった面がありますね。 

 大方さん、もう少しアイデアはないですか。 

○大方構成員 大事なことは、やはり幼児教育としてということは、入ってきたときには

いろいろな要素があって、子ども理解として入園前のいろいろな要素が福祉施設ですから

特にあるわけですね。でも、そのことを受けとめて卒園、小学校に送るまでに一体どうい

う指導をして、それは別にやらせ保育、指導ではなくて、幼児教育ですから当然指導は入

るわけであって、それは環境を通して、指導を通して、子どもたちがどんな力をつけてい

ったかということが大事で、活動ということを見える形にしていかないと、遊び、活動が

見えないと、それがその子にとっての指導の重点項目かどうかということを書くかどうか

は別として、書いたほうがわかりやすいかなという感じもするのですけれども、そのほう

が小学校の先生が読んだときにも、この子は虫がすごく好きで、虫のことをいろいろ図鑑

で調べたりしながら分類したりするようになってきましたとか、最終の６歳の姿ですね。

だから、何も３歳のときにそうであったということを書くわけではなく、ふだんの遊びや

活動を通して、そういうことにすごく興味を持っていたとか、積み木とか構成遊びをしな

がら、こういう組み合わせや形に興味を持っていたとか、いろいろな対話を通して、時々

葛藤しながら乗り越えて、自分の思いを表現するようになっていったとか。そういう何か

見える具体的な活動があるほうがわかりやすいし、先生も書きやすいのではないかという

気はいたします。 

 抽象的に書きましょうと言われたら、多分、現場の先生はわかりにくくて、2008年のと

きもそうだったのですけれども、書くことが多過ぎます、どの場面を書けばいいかわかり
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ません、時系列に全部書くという、だらだらとなっていく可能性があるので、ある程度こ

の子にとって一番この活動が、それは先生がおっしゃっているような興味や関心、おもし

ろさということにつながってもいいと思うのですけれども、もし１つ選ぶとしたら何かと。

そのことを通して、何も10ではなくても６でも４でも３でもいいと思いますし、ごっこ遊

びの中で10に全部つながっているような子も中にはいてもいいのではないかと思うのです。

10といったら１対１対応で全部書かなければいけないというふうに思うと話がややこしく

なるような気がします。 

○汐見座長 今最後におっしゃったことは、たとえば５領域と10の姿、全部言ったら15と

いうふうにする必要もないのではないか。つまり、例えば10の姿で健康な心と体といった

ら、これは健康という領域とかなり重なりますね。実はかなり重なっているというか、も

ともと５領域からとってきた面が大きいからですけれども、そのようにうまく整理すると、

小学校には少なくともここのところを伝えたいというものを整理したら７つになるとかと

いうことで、これは５領域と10の姿をミックスしたものですというような、そういうもの

をつくることも不可能ではない、ということになるでしょうか。ただ、それを下手にする

と、幼稚園、保育園、こども園で全然違うものになってしまうと、それもちょっと困るの

ですね。つまり、こちらには健康とあって、こちらには健康な心と体というのがあって、

どう区別するのかということが出てきますね。 

 はい、どうぞ。 

○阿部座長代理 よくわからないので教えていただきたいことがあるのですけれども、今

回の指針の見直しは、学校教育全体の中で見直されていますね。真ん中を通すのが育みた

い資質・能力の３つの柱で通す。この柱でつなげていきましょうと、それでいいですね。

小学校以上と小学校より下の教育の中身は違いますよ、教育のやり方が違いますよという

ことで多分その５領域があって、小学校以上は教育のやり方が国語、算数、理科、教科と

いうものでやる。だから、方法は異なるが、それぞれの時期ので子どもはこの３つの柱の

中のこういう育ちをしているということにつなげていくというのは、小学校のほうでも考

えているわけですね。 

 なので、多分、幼児期の５領域でやっていますというのを形の上で残しておいて、その

教育の中で育ってきた子どもの姿を10の姿で見ていくということ。だから、５領域と対応

しているわけではなくて、５領域横断の中で10の姿が見えてくるということだとしたら、

何も心と体とかいう言葉を使わなくても、先ほど先生がおっしゃったように、これがこう

いうところに育ってきていますと、そこがわかるような書き方でいけばいいのかなと、現

在のものも心情・意欲・態度というのは形式の中に出てきていませんね。だけれども、こ

この中身は心情・意欲・態度の育ちを書くのですよと書かれてあるので、10の姿をもとに

してそれをイメージして書きますというような書き方でいいのかなと。ここに育ちの姿を

10入れてしまうとどうでしょうかね。そこを目指して保育してしまうみたいな感じがしな

くもないかなと、ちょっと老婆心ながら思ってしまったりするのですけれども、やはり教
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育のあり方は小学校と違うので、そこのところをここできちんとしておいて、育っていく

ものでつなげていくということでいいのでしょうか。 

○汐見座長 では、中山構成員お願いします。 

○中山構成員 私も現場へ行って先生方とやりとりする際に、指導計画もそうなのですけ

れども、こういう５領域が見えると、どうしても大方先生が言われたように一つずつ対応

させて書きたくなったり見てしまうというところもあって、随分進んできて、一体的に見

て、当然総合的ですから、そのお子さんにとって特徴的な活動とか興味関心のあるような

ものを具体例として挙げながら育ちを説明していくというようなところが進んできている

ので、ぜひ10の姿が仮に入ったとしても、そこが見誤らないような記載の仕方を考えてい

ってほしいなと思います。 

 おっしゃったように、子どもの育ちを見る一つの視点というか、そういった意味で保育

を振りかえる視点にもなり、子どもたちの姿を伝えていくときのそういう目線を大事にし

ていきましょうというようなものでもあると思いますので、これはどうだ、これはどうだ

というようなことにはならないようにしていかないといけないのだろうと思います。 

○汐見座長 ちょっと今、大事な論点が出てきていると思うのですが、阿部委員の御意見

は、５領域というのは、やはり幼児教育が独自に大事にして開発してきたもので、心情・

意欲・態度というものの育ちをベースにということになっていますね。今、それぞれの領

域で３つずつ出ている狙いのほうですけれども、これは原則は心情と意欲と態度という順

番で書かれているのですね。 

○阿部座長代理 今の指針のねらいは、心情・意欲・態度で書くとなっていて、今度は育

みたい資質・能力になりますね。このねらいはそういうふうに書くとなっているので、育

みたい資質・能力が具体的な姿になったのが10の姿なので、教育はこうだけれども、５領

域の中でこんな子どもの姿に育ってきていますといって10の姿全部ではなくて、その中で

育ってきた姿、10の姿を参考にしながら書いていく。 

○汐見座長 では、10の姿のほうは、いわゆる資質・能力という視点で書くということで

すか。 

○阿部座長代理 育みたい資質・能力が具体的にされたものが、幼児期終了時点で具体的

な姿になったものが10の姿ですよね。 

○汐見座長 ただ、資質・能力を具体的にしたというよりは、資質・能力に３つの柱があ

るのは、別の見方をすると、世界中でいろいろ議論してきた新しい知性という考え方があ

って、それは基本的には個別の知識をしっかりと理解しているということと、それを使っ

て対話できる、討論できる、プレゼンテーションできるという、そういう力に結びついて

いないと、答えを覚えておけばいいという時代ではないということですよね。 

 そして、実際に学んだことが自分の生活を変えるような深い学びでないと、頭の中で回

しているだけでは21世紀の知性にならないということで、そのほかもあるのだけれども、

いろいろな国でいろいろ議論してきた。それを日本では資質・能力としてまとめていて、
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３つの柱というのは、知性には３つの側面があるということで、脳では微妙に違うところ

をつかさどっているわけですから、個別の知識とそれを使った実践的な知性、それから生

活的な知性、それがセットになっていくようなことが求められているのが資質・能力だと。

だから、10の姿それぞれに資質・能力が必要だという面もあるわけです。 

 例えば、思考力、数、図形とかがありますね。あれは私なんかは、例えば貧困家庭、家

庭の文化に恵まれていない子どもにとってはとても大事なことだと思っています。例えば

１、２、３が数えられるというのは、数えることにとても興味があるというだけでなく、

それを使っていろいろな算数的な遊びや思考ができるとか、いろいろあるわけです。それ

だけでも資質・能力の３つの柱が全部入ってくる可能性があるわけですね。そういう総合

的な育て方をしていかなければいけないという問題と、人間の人格全体をそうやって分け

たら、この10個ぐらいのことを身につけることが全体としての資質能力になっているとい

う側面と、そういう理解を私はしているわけです。 

はい、中山構成員、どうぞ。 

○中山構成員 少し論点がずれるかと思うのですけれども、要録の記載と保育実践とが非

常にリンクして、取り組みの進んでいるところにお尋ねしたところ、最初に児童票という

ようなことで話があったかと思うのですが、それとは別に１年間の子どもの育ちを記載す

る、呼び名はいろいろあると思うのですけれども、育成記録というようなものを園内で整

備していて、入所から卒所まで、この子はこういう育ちがありましたと。私はこういった

指導を重点的に子どもにやってきましたというような、子どもの育ちと指導のあり方、保

育の営みを少しまとめたものを一年一年、各担任が書いて、最後に５歳児の担任が要録を

書く前に、特に12月までぐらいの育ちを書いたものをもとにしながら要録に転記していく

というような取り組みを聞いたのです。 

 その際に、管理職等の先生方がゼロ歳から順番に見ていくということでしたけれども、

育成記録を書く中で、一度提出してもらったものを点検すると、やはり見方に偏りがあっ

たり保育に偏りがあるのではないかということがわかって、残り３カ月ぐらいの指導のあ

り方、子どもへのかかわり方というところをしっかりとやっていくようにというところで、

ちょっと弱いようなところをなお見てあげてね、指導のあり方も工夫してみてねというよ

うなところで１年間を終わって、次の学年に渡していくような取り組みをしているという

こともあったので、要録の記載が最初に、５歳の終わりだけではなくて、複数の年齢、学

年の記載があるといいなという御意見もあったかと思うのです。やはりそうやって具体的

に取り組まれているところにおいては、５歳だけ見せてお渡しするということは、大方先

生も言ってくださったような就学前の指導のあり方がきちんと伝わるかというと、ちょっ

と弱いかなと。少し複数学年あったほうが、先生方の肯定的な目線であるとか、興味関心

に基づきながらどう子どもの育ちを豊かなものにしているのかというようなことにもつな

がるかなと。そうすると、なお一層、このたび示された10の姿への意味理解というところ

も深まっていくのではないかと思ったことでした。 
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 どうしても紙面上限りもありますので、全部のことを網羅することは当然できませんし、

読み手の小学校の先生方も要点をまとめられたものとして受け取って、次に生かしていく

というところにおいては、どうしても重点的に書くことになろうかと思いますので、その

ように複数年齢を書くということと、指導のあり方に反映されていく要録のあり方という

のもとても大事なのかなと思ったところです。 

○汐見座長 お尋ねしますけれども、この10の姿共有シートは、要録との関係はどうなっ

ているのですか。 

○中山構成員 それは特に要録ということではないのですけれども、使い方はいろいろ提

示させていただいておりますが、一つは、５歳、卒園間際に見せる子どもの姿を上段に、

園としてこんな姿がありますよというようなところで書いて、そういった姿があらわれて

くる背景には、私たちはこんなことを大事にしながら指導してきたのですというところを

書き、そこを受けて、特にスタートラインなので小学校の先生方にはこれまでの指導から

振り返るというよりも、これからを展望していただくようなことで下段を書いていただけ

るとうれしいなというところでやっています。 

 10のシート、項目全部をいきなりというよりは、１つか２つ共有しながら、だんだんと

10全体を理解していただきたいというようなところです。 

○汐見座長 これは個別の子どもについて書くのですか。 

○中山構成員 そういったものではありません。 

○汐見座長 例えばこれを個別の子どもについて書いて、10枚くっつけたら要録にならな

いですか。 

○中山構成員 そういうことは余り考えていなかったのですけれども、それこそ書く分量

というようなこともあり。 

○汐見座長 もっと簡便にすると、こういう要録もあるなと、私は今、思ったのです。10

の姿で、だからほとんど５領域のことも全部入ってきます。そうすると、これは練習なの

ですね。わかりました。 

 はい、お願いします。 

○村松構成員 先生方のお話を伺っていて、もう一回整理してみると、５領域という考え

方は、いわゆる領域におけるさまざまな活動、こんな活動がありますよということだと認

識するのです。その５領域という活動を通して10の姿がどのように育っていくか。健康な

心と体という一つの姿は、健康だけではなくて、環境にも言葉にもいろいろなことでリン

クしながら育っているわけなので、もちろん紙面の中に５領域という考え方と10の姿とい

う考え方をちゃんとポイントとして押さえておくことは必要だと思って、それを認識した

上での１年間の姿ということが、３、４、５歳児ぐらいの流れで書き込めておけば、例え

ば一つの文章の中に10の姿が幾つか重なり合いながら記載されてくることがたくさんある

と思うのです。 

 これを分けて書くとなると、では何をここで書いたらいいのかという悩みがとても大き



24 

 

くなるのですが、私たちは子どもの育ちを一体的に捉えているところがあるので、具体的

な姿。例えば童歌を歌うのがとても好きなのだけれども、それは１対１よりもお友達と一

緒にやって楽しむ童歌をとても好んできたと。それによって育つものというのは、やはり

協調性であったり、心を通わせる力でもあったりというような、分けないで、だけれども、

大事なポイントは押さえておきましょうというような様式にしておけると、自由記述とし

ての力が発揮できるのかなと思いました。 

○汐見座長 ありがとうございました。すみません。時間が限られている中で、なかなか

難しい問題を議論していまして、きれいな解答が出てくるわけではないのですが、ともか

く今日はいろいろな意見を出していただくということにしたいと思います。実はもう一つ

関連するテーマがございまして、先ほどの10ページに「２．保育所と小学校との連携に関

する取組の促進」というテーマがございます。これについても少し御意見いただきたいと

思いますので、先ほどのこととつなげてでも結構なのですが、これからどう連携を強めて

いくのかということについての、御意見をいただきたいと思います。 

 大方構成員、お願いします。 

○大方構成員 今までの議論とつながってくるのですけれども、今回の要録がいかに大事

かというと、やはり心情・意欲・態度とか５領域が一体に育つということが小学校の先生

から見てわかりにくく、一体幼児教育で何を育ててくれているのだということがよりわか

りにくく、保育所はもっとわかりにくいだけに、せっかく今回幼児教育をやる施設である

ということが位置づけられたので、この要録を読んだら幼児教育の遊びや活動で何が育っ

ているかということが見えてこそ初めて小学校との意見交流というのが成り立つと思うの

です。 

 だから、心情・意欲・態度という狙いはもちろんあってもいいのですけれども、10の姿

は現在の内容に書いている部分からも出されているわけなので、狙いと内容とを両方見た

ときに子どもの育ちというのがより見えてくるという、そこにもうちょっと焦点を当てて

いかないと、もちろん到達目標ではないという誤解を現場に与えないようにしないといけ

ないことは何回も言われていることなのですけれども、ふわふわと情緒的に書けば書くほ

ど小学校の先生にはわかりにくいことになり、読んでもらえない書類になってしまうので、

ここに書く項目が結果としては非常に重要な位置を占め、先ほど養護の話がありましたけ

れども、この５領域の横に養護というのを入れても、当然養護がベースにあり、その横に

５領域が並び、その横に10の姿も並び、ここに全体として書いておくぐらいの、これ３つ

セットみたいなイメージのほうが、５領域でこちらに書いてしまうと到達目標に見えるの

なら、３つが５領域の中から抽出した最終的な10の姿ですよということが、その基盤に保

育所の場合は養護がありますよというふうにすれば、こども園の場合では養護のところが

生命の保持及び情緒の安定が前提ですよとなったほうが、先生方も書きやすく、子どもの

特徴も記載しやすいかなという感じがいたしました。議論がしやすいのではないかと思い

ます。 
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○汐見座長 ただ、書く欄はそんなに多くないようにしないと大変ですね。 

○大方構成員 この横に養護と１行つけるだけです。 

○汐見座長 幼稚園のようなバージョンの。 

○大方構成員 幼稚園でも、保育所バージョンでこの横に養護が前提にある。 

○汐見座長 そこは書くわけではないのですね。 

○大方構成員 書かない。だから、養護は前提ですというイメージです。上のこういう欄

ではなくて、養護と教育が一体となってこちらに書くということ。 

○阿部座長代理 上の欄は要らないということですね。 

○大方構成員 そう。そのほうが養護を基盤としているのが保育所であるということがわ

かりやすい。 

○汐見座長 ありがとうございました。 

 また思いついたときに事務局に送っていただいて、こういうのはどうかと、ぜひやって

いただきたいと思います。小学校との連携を強化するために何かご意見ございませんか。 

 村松構成員、よろしくお願いします。 

○村松構成員 私は焼津市というところですが、今、行政の中で幼稚園と保育を一体化し

た行政の仕組みがかなりふえてきていると思うのです。こちらもそうですね。保育・幼稚

園課とうちの市では言っているのですけれども、そこの課には教育委員会のほうからとい

うか、学校の先生の資格を持った方が何人か来ています。保育を担当する者と同じ島の中

で仕事をしているわけで、そこで持ち上がったのが、認定こども園がうちの市にはないの

で、幼稚園と保育園が同じ視点で子どもを育てていく仕組みをつくりたいから協力してほ

しいというふうに行政のほうから言われました。そのときに出てくるのは、保育の担当の

方は保育のことをほぼほぼわかっているのですが、学校の先生方は保育のことが全くわか

らない状況の中で、私たちが養護と教育がああだこうだと言っても、日本語として理解で

きないところがどうもあったみたいです。 

 そんな中でどうやって折り合っていったかというと、やはり現場の子どもたちの姿を取

り上げたエピソードを読み合わせしながら保育のマインドを理解していただくという取り

組みを行政のほうからまずしていただきました。その中で、その先に今度は幼稚園の園長

たち、保育園の園長たちが集まっての組織をつくって、その下に主任とか副園長たちが集

まった組織ができてというような組み立てがようやくでき上がったところで、そこで連携

の大事さというのは非常に認識できたというふうに感じています。 

 ですので、行政の仕組みからの入り口というのも、これはすごく大きな力を持つのかな

と思っておりまして、保育園側から一方的に連携をと声高に叫んでも、なかなか難しくな

るというのは感じておりました。そういう仕組みができたということが非常に大きな突破

口で、そういうのが今、全国的に広がっていると思いますので、その仕組みをどんどん活

用していくことがとても効果的かなと思います。 

○汐見座長 高知のほうは、研修なども一緒にやっていくということを当たり前のように
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行っているわけでしょうか。 

○中山構成員 就学前の先生方は、施設を問わず、全ての研修会を保育所、幼稚園、認定

こども園の先生方が一堂に会して行うことになっていますので、そういった意味では刺激

を受け合うということにはなっています。また、保幼小連携の講座も幾つかありますので、

そういったところには小学校の先生方も入れて実践事例等の共有はしていますが、まだな

かなか小学校の参加が弱いというところの課題は感じていますので、今後、しっかりと進

めていきたいなとは思っております。 

○汐見座長 今のご意見のように、行政が強力にそういうことを引っ張っていくという場

合にはかなり違った様相が出てくるのでしょうね。けれども、小学校のほうがそれほど熱

心ではないというところがあちこちで聞かれていますし、行政でそういう姿勢がまだはっ

きりしない場合は、園ごととか学校ごとの差がでこぼこになってしまっているということ

もきいています。高知の場合はかなり前からやっているということであまり違和感がない

わけですね。○中山構成員 そうですね。特に教育大綱であるとか、第２期の高知県教育

振興基本計画の中にもどんと位置づけて、小学校の先生方にも進めていくことということ

で、施策の中へしっかりと位置づいてきたというところで各市町村の教育委員会等も動い

ているというようなところでは前に進んできたということですね。 

○汐見座長 今度、小学校の学習指導要領には幼保小連携のことが少し書かれているはず

ですね。だから、小学校の学習指導要領を具体化させていくと、やらざるを得ないという

面も出てきますね。 

○中山構成員 そうですね。 

○汐見座長 今、おっしゃっていただいたのは、やはり行政のほうのある種のリーダーシ

ップというのが大事ではないかということですね。ただ、そこで、例えば事例を検討する

ようなことが小学校との認識を近づけるというお話がありましたね。そのあたりの知恵と

いうか、それも実は大事な気がします。 

 大方さん、そのあたりは何か御意見ないですか。 

○大方構成員 一番わかりにくいのは、幼児教育におけるいわゆるごっこ遊びは象徴的な

遊びだと思いますけれども、その中に結果として10の姿のもとの種も、３だろうが、４だ

ろうが、５だろうが、ただ年齢によって積み重ねないと育ちが違うということがあって、

そうすると遊びや活動の中で、実はこういうことを幼児教育はやろうとしていたというこ

とがわかるのです。そういう共有をしていくと、お店屋さんごっこであれば、その中にお

金のこととかが出てきたら、小学校の科目のこういうところにつながっているなとか、物

を勝手にとってはいけませんとかいうような話が出てくれば、それは道徳性の部分にもな

って、そういうことも幼児教育の遊びの中で自然と身についているのだなとか、同じレイ

アウトといっても、３歳はただ買うだけだけれども、５歳ぐらいになると役割分担という

ことで共同性もあるのだなと。一つの事例を一緒に見ながらしていただくと、小学校の先

生は小学校の先生で、どこが小学校につながっているということに気づいていただき、私
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たち幼児教育をやる者も、小学校の先生と意見交流しながら、やはり遊びの中でこの辺は

特に言葉分けしておいたほうがいいなとか、この辺は環境構成としても意識しておいたほ

うがいいなということに気づかせていただくので、そういう面で事例検討というのは何か

活動なり遊びがはっきりしているほうが、それが継続的に年齢別に見ていくほうがわかり

やすいかなと思いました。 

○汐見座長 ありがとうございました。やはりそこがヒントなのでしょうね。一緒に小学

校の事例を検討するというのも必要かもしれませんが、まずは幼児の実践事例をそういう

活動を通じて子どもの中にどういう学びが生じているかとか、そこで何気なくやっている

援助にどんな意味があるのかというあたりを一緒に考えていただくということをやってい

けば、接続のパイプが太くなっていくということでしょうね。これをぜひ、どういう形で、

強制でそうやれと言うのは簡単なのですが、実際にはなかなか難しいかもしれませんね。 

 実は以前、山形県鶴岡市では、夏休みに小学校低学年の教師が保育所に１週間研修に行

かねばいけないという試みがあったのです。そうした体験をした小学校の先生と話をした

のですが、小学校の先生が保育所の所長さんにずばずば言われている姿が印象的でした。

それで小学校の先生は、いや、もう勉強になりましたと言っておられました。あれは今や

っているかどうかわかりませんが、そういう形でパイプのつながりを太くするというのが

いろいろな形でできている。今回、指針、要領が変わりますから、急速に進むとは思うの

ですが。 

 はい、お願いします。 

○中山構成員 そういった意味では、一日保育者体験のような、１週間にはなりませんけ

れども、夏休みを利用して全職員が一日は行って保育体験をするというような取り組みを

している市町村もあります。 

 また、園内研修ですね。そういった場に小学校の先生方をお声がけして、可能な範囲で

来ていただいて、一緒に協議まで残っていただいて参加していただくというような取り組

みもあって、御参加いただいた小学校の校長先生は、就学前で大事にしている指導のあり

方そのものをすごく小学校の先生方にも学んでもらいたいなと思ったということを何度か

言ってくださった校長先生もいらして、足しげく、５歳の公開保育だけではなく、乳児の

公開保育にも来てくださって、一緒に学びをともにしてくださるというような取り組みも、

少しずつですけれども広がってきているかなと思います。 

○汐見座長 なるほど。では、大方さん、お願いします。 

○大方構成員 誤解があっては困るのは、あくまでも子ども理解や活動理解であって、10

の姿というのも遊びを理解する、子どもを理解するということが論点で、その辺のところ

が小学校の先生との協議や対話の中で入ってきて、要録にもそれが反映されるという一貫

している。そのためにふだん、幼稚園の先生も、保育園の先生も、こども園の先生も、同

じ子どもとして子どもを見たときに何が見えてくるかという子ども理解に基づいていく観

察ということが大事で、そのときに保育の場合は教科ではないので遊びという活動が前提
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になっているということの理解をしてもらうことがセットでつながっていかないと、10の

姿のために何かをやるのではなくて、子ども理解のためにそれがある。子どもは全体的に

育っていくのだよねと、部分で育つのではないので、５領域の総合性と言っていくのだよ

ねということの気づきに着地していっていただくと、幼児教育の理解になり、子どもたち

のためになると思うのです。 

○汐見座長 いいですね。今回、幼稚園教育要領、それから小学校の学習指導要領もそう

だと思うのですが、子ども理解というのが一つのキーワードになっています。行っている

教育の成果を点数だけで見るのではなくて、そのプロセスの中で子どもがどういう葛藤を

しているか、どう乗り越えていくかということだとか、どう協力し合っているか。そうい

うのを全て見た上で子どもの育ちを判断していく。それに基づいてカリキュラムをマネジ

メントしていく。だから、今、大方さんがおっしゃったように、子ども理解のための共同

研修であれば、これはどちらも大事なテーマだということで共通の土俵ができる可能性が

出てきますね。今のはいいヒントかもしれません。 

 ほかにございますか。お願いします。 

○村松構成員 どの組織もそうですけれども、トップが理解を示してくれるということが

とても大きな原動力になると思っていて、私は当園の行事などでも学校にもちゃんとお声

をかけます。小学校、中学校までお声をかけるのですが、そうすると校長先生方がお見え

になってくださって、私はそこで、こういう意図を持ってこのような行事を行っている、

こういう意図を持って毎日の保育を行っているのだということを、園長が一番暇なので司

会をするのです。そこで保育のマインドをお伝えしながら、保護者にもわかっていただき

つつ、お客様にもわかっていただくというやり方をしているのですが、その中でやはり校

長先生が見ていただいたときに、子どもたちの育ちがちゃんと順を追って取り組んでいる

ということがよくわかるとか、さまざまな行事、いろいろな行事がありますけれども、例

えば作品展、造形だとか絵画を展示したところに来てくださる先生方にとっては、子ども

たちが乳幼児期にどれだけ心豊かな表現活動をしているのかということがよくわかって、

その先に学校における美術教育との連続性がなかなかうまいこといかないということもわ

かったとか、そのようなお声をいただいてもいるのです。 

 もちろん、一人一人の先生方との連携もとても大事なのだけれども、ある意味、その上

のほうからの御理解を求めていくということも、両方からやっていくことの必要性がある

のかなと思います。 

○汐見座長 残された時間は余りないのですが、どうぞ。お願いします。 

○中山構成員 顔を合わせてやりとりをするという連携が一方で進んでくると、どうして

も小学校の目線の一つに育ててほしい、育っていないとかいうような思いもあったりして、

そこがどう肯定的な目線で受け取れるのかというところも大きなポイントかと思うのです。

そうやって実際の保育を見たり、遊びを見せていただいて、解説等も加えていただいたり、

協議に参加したりと、いろいろな形で接点が複数回あると、こんなにも豊かに育ててくだ
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さっているのですねというような目線をしっかり小学校側でも持つことができて、これま

でちゃんと育ててほしいというこちらからのお願いが多かったところが減り、ありがとう

と思って受け取るというような姿勢に変わってくるであるとか、要録に書いてくださって

いることの意味理解が具体的なイメージを持ってすることができるようになったというよ

うなところはあろうかと思いますので、そういった意味では紙ベースの要録だけが行くの

ではなく、実際に顔を合わせるような取り組みが進んでいくというのはとても大事かと思

います。 

○汐見座長 フランスはエコール・マテルネルという、翻訳するとお母さん学校なのです

が、無償の日本で言うとこども園なのですけれども、それが昔からあって、ずっと前から

幼児教育はただなのです。今、２歳の半数以上の子はそこに通って、２歳からほぼただに

なっているのですけれども、99％の子はそこに行っているわけです。それ以外にちょっと

幼稚園とか保育所が残っているのですけれども、実質的には義務教育が３歳から行われて

いるのと同じなのですね。ですから、要領は、３歳、４歳、５歳を学校教育基礎課程と呼

んでいるのです。 

 そのエコール・マテルネルの先生の資格は、幼稚園免許だけではなくて小学校免許も必

要としていることが多いわけです。以前ちょっと調べたら、今はその法律があるかどうか

わかりませんけれども、エコール・マテルネルの年長を担当した先生は次の年、その子ど

もたちが進学する学校の１年生を担当するのが望ましい。それから、小学校の先生とエコ

ール・マテルネルの先生は年に数回、インフォーマルに会合を持つこと。それから、公式

にちゃんとした協議をやって、そこで子どものことを議論することとか、そういうことが

法律で決まっていたので、ちょっとびっくりしたことがあるのです。 

 既にそういうことを先にやってきた国でも、今、私たちが議論したようなことと同じこ

とが大事だということが確認されているような気がするのです。だから、３府省合同通達

みたいなもので年に何回かフランクに話し合える、特に子どもの育ちをめぐってというこ

とで会合をできれば持っていただきたいとか、合同の研修会で、特に子どもの理解をめぐ

って事例を検討していくようなものを必ず全ての地域で持っていただきたいとか、そうい

う通達ぐらい出していただくといいかなと今ちょっと思ったのです。 

 今ちょっと申し上げましたけれども、長い目でいくと、日本でも３歳から無償化がこれ

からどんどん進んでいくとなると、実質的には義務教育にどんどん近づいていくわけです

から、最初の３年間とその次の６年間の間につながりが十分ないなどということは、もう

そろそろ無駄になってしまいますから、当たり前のようにそこは交流していくということ

になっていかざるを得ない。熱心な私立の法人とかだったら、３歳から義務教育になった

ら、３歳から６年生までの学校をつくるという可能性が出てきますね。私はそういうのに

もひとつの期待があります。そうなったときには、まさにそこはつながっていくというの

が当たり前になっていきますから、そういうことも考えらえる時代に私たちは議論してい

るのだというのを頭に置かなければいけないということですね。 
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 では、大方さん。 

○大方構成員 今、先生がおっしゃったようなことを考えると、今回の改定で保育所も幼

稚園もこども園も、同じ子どもとして小学校に書類を送るとするならば、子どもの育ちに

かかわる事項というのがあるのですけれども、保護者のことをすごく最初はみんな書かれ

たのです。福祉施設なので、こんな虐待を受けていますとか、こんなにひどい親ですみた

いな。それはこんなところに書くべきことではもちろんないことなので、そういう誤解も

あってはいけないので、あくまでも小学校という学校教育機関に送る書類としては、同じ

地域の同じ子どもとして、ある程度書式というか、整合性をどこかでつけておかないと、

保育所から来た子はこんなにひどい子なのですかみたいな、高校の内申書だってそんなこ

と誰も、どちらかというとこんなにすてきな子ですよというふうに書くのにということを

前の説明会とか研修で言った覚えがあるのです。 

 だから、その辺で、この書式があることが福祉施設としていい部分でもあるけれども、

逆に同じ子どもとして取り扱ったときには、もう少し幼児教育としての部分に特化してと

いう理解は要るのですが、なくなったと言われたらいけないので、特化して、そして学校

教育に送る書類としての共通性を持ったほうが書きやすいですし、個人情報にも抵触しな

いですし、同じ子どもという、小学校の先生からごらんになってもわかりやすい論点なの

かなと思います。その辺では書式のことはまた議論が必要かなと思います。 

○汐見座長 保育所は児童福祉施設でもありますから、今、大方さんがおっしゃったこと

で、特別な配慮を必要とする子どもについてはきちんと情報も伝えなければいけない。た

だ、ここでやることとは別にしなければいけないということで、その辺はきちんと区別を

していくことも大事だと。保育所から来るのと幼稚園から来るのでかなりトーンが違うと

いうのはやはりまずいと思うのです。 

 はい。 

○阿部座長代理 児童福祉施設であろうと、幼稚園であろうと、どこで育っても、背景は

違っても、子どもの育ちの姿を伝えるわけだから、先生がおっしゃるように、それは余り

気にしなくてもいいのではないか。育ちの姿を伝えるものなのだということだけきっちり

しておけば、今までの議論、子ども理解が大切というところとつながってくるので、そこ

だけは確認しておきたいですね。 

 これは子どもの育ちの姿を伝えるものですよね。 

○汐見座長 はい、育ちの姿を伝えるものです。ただ、その背景にいろいろなことがあっ

て、余りプライバシーにかかわることは書けないのですけれども、配慮しなければいけな

いことについて、必要なことは書かなければいけないということです。これはもう少し後

で幼稚園、保育園との整合性のことを議論しなければいけないかもしれません。 

 それでは、申しわけございません。まだ十分煮詰まった議論にならなくて、かえって拡

散したのかもしれませんが、短期間ではありますけれども、新しい形式を提案しなければ

いけませんので、会議のない間でも皆さん、一生懸命考えていただいて、ぜひ案を送って
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いただければと思います。 

 きょうの議論を踏まえて事務局のほうでいろいろまた新しい案を考えていただくことに

なっていますので、今後のスケジュールについて御報告をお願いします。 

○鎭目保育指導専門官 それでは、今後のスケジュールについて御説明申し上げます。 

 資料２の12ページにスケジュール案をお示ししております。本日の第１回検討会で出た

意見、また、今、座長からも御提案がありましたように、追加の意見等がございましたら

ば、事務局のほうに様式の変更等も含めまして、１月10日ぐらいまでにメール等で御意見

いただければ、そちらも踏まえまして、第２回目の検討会を迎えたいと思います。第２回

の検討会では、要録の見直しについて、改定案に関する意見交換を行っていただきたいと

思っております。そこでの意見集約をもとに、平成30年３月中に予定といたしまして、改

定保育所児童保育要録の参考様式の通知を行い、平成30年度より改定保育所児童保育要録

の適用となっております。 

 こうしたスケジュールにつきまして、特に第２回の検討会につきましては、改めて構成

員の皆様の日程を調整させていただいた上で、決まり次第、御連絡申し上げます。 

 また、要録の適用に関してですけれども、下の※でお示ししておりますように、幼稚園

幼児指導要録、幼保連携型認定こども園園児指導要録についても、現在、改善を検討して

いるところで、改定要録は同時期に適用の予定であることも申し添えます。 

 以上です。 

○汐見座長 ということで、きょうのいろいろな議論をまとめてくださった改定案を事務

局のほうで用意していただきます。次回はそれを集中的に吟味して提案に持っていきたい

と思います。御協力のほどよろしくお願いします。 

 きょうはどうもありがとうございました。 


